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　小原前学部長が同志社大学の学長に就任さ

れたために、私が小原先生に代わって神学部

長になって３ヶ月がたちました。これまでと

は少し異なった角度から神学部を見て、関わ

る中で、職務に追われる日々を過ごしていま

す。

　学部について言えば、今年度も例年通りの

数の入学者を迎えることができました（最近

は学生さんを定員以上に取り過ぎるとペナル

ティが与えられることがありますので、基本

的にほぼ定員通りの数の入学者数に納める必

要があります。これが実は簡単ではなく、毎

年苦心しているのです）。

　ほとんどの一年生はいわゆる「ノンクリス

チャン」ですが、多くの学生さんはキリスト

教をはじめとする宗教に強い関心をもって神

学部に入学してこられています。一方で神学

部卒の牧師のご家庭から来られた方も複数名

おられますし、日本基督教団以外の教派から

来られた学生さんもおられ、キリスト教の「シ

ンパ」も少なくありません。もしキリスト教

に触れてこなかった神学部の一年生が、何か

の機会に皆さんの教会の礼拝に顔を出すこと

がありましたら、どうぞよろしくお迎え、ご

指導ください。

　今年度は、数年間コロナ感染拡大のために、

対面で実施できずにいた新入生を対象とした

「新入生キャンプ」を「同志社びわこリトリー

トセンター」において対面で実施することが

できました。やはり対面でのキャンプの力は

圧倒的で、土日のキャンプを終えた後の授業

中の一年生の表情が違いました（少々仲良く

なりすぎてクラスが騒がしくなったり、ラウ

ンジがやたら賑やかになるのは困りものです

が）。教員の側からしても、キャンプ後のク

ラスの景色は一変しました。それまでは「１

年生」という一括りの学生さんたちであった

ものが、キャンプをさかいにして、顔と名前

が一致する「〇〇さん」となり、クラスが一

挙に色を得たようになったのです。

　この「新入生キャンプ」同様、数年間コロ

ナの関係でフィールドで開催できずにいた「宗

教と社会福祉」も、この春学期からは再開さ

れ、学生さんたちはかつてのように止揚学園

での実習を行っています。

　近年、大学院（博士糧前期）の学生数は定

員を超えることはなく、牧会志望者の数も一

桁台の前半あたりにとどまっています。学部
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を求めています。私たちはそうした大学院か

らスタートされる学生さんに対しては、３年

在籍（博士課程前期は通常２年で修了）を強

くお勧めしています。また神学部ではそのよ

うに最初から３年計画でＡコース受験を目指

される学生さんのために、３年目の学費を給

付する奨学金をご用意して、献身の志を与え

られた皆さんをお待ちしています。「収穫は

多いが、働き手が少ない。だから、収穫の主

に、収穫のために働き手を送ってくださるよ

うに祈りなさい」との言葉の通り、一人でも

多くの献身者が与えられるよう祈っています。

出席された村山盛葦教授から神学部の近況報

告を受けました。神学部の教師養成の働きに

ついても理解を深めることができました。

　次に、教職養成委員会、財務委員会、ネッ

トワーク委員会、人事委員会の四部門委員長

から、2023年11月以降の活動報告がなされま

した。特に、神学教育後援会並びに全国同信

伝道会会計の2023年度の決算、2024年度の予

算が審議され質疑の後に原案通り承認されま

した。また、神学教育後援会からは奨学金事

業報告、特に、昨年度より実施された「神学

生緊急支援金募集要項」について、その実施

状況についての説明がありました。さらに、

教職養成委員会からは、２月27日（火）～29

日（木）に神学館で開催された「牧会者準備

セミナー2024年」の報告、さらに、８月12日

（月）～14日（水）の２泊３日の予定で、同

志社びわこリトリート・センターで５年ぶり

の開催となる「牧会10年経験者セミナー」の

　主の恵みの内にお過ごしのことと存じます。

日々、全国同信伝道会及び各地区活動、そし

て、四部門の委員会活動をお支え下さいます

こと感謝いたします。

　去る６月24日（月）午後２時から天満教会

を会場に第４回代議員会期・第２回拡大常任

委員会が開催されました。当日は、リモート

での参加を含めて、全国より常任委員・地区

委員・四部門委員長・人事委員の計26名が集

いました。

　定刻午後２時に祈祷をもって会議が開始さ

れ、前回議事録の承認の後、各地区報告が行

われました。九州・沖縄地区から始まって11

の地区委員から報告書をもとに詳細な説明が

なされました。具体的には、各地区委員会の

働き、教師の異動、地区活動計画などの報告

があり、特に、各地区で再開された対面での

研修・交流会の様子を知ることができました。

また、学長となった小原博克教授に代わって

としてもこの問題を重く受け止めており、大

学院、とりわけ牧会者養成の強化については

議論を続けています。学部から大学院に上がっ

てくる学生さんを増やすことも大切ですが、

一方ですでに日本基督教団の信徒として長く

教会生活をされてこられた方々に、本学大学

院にきていただいて、牧会者としての歩み出

しをするお手伝いをさせていただきたいとも

考えています。日本基督教団では現在、神学

部を経ないで、大学院から学び始める学生さ

んに対しては、Ａコースでの補教師受験に際

して、各神学領域ごとに一定以上の単位取得



「第２回拡大常任委員会」並びに

「『地区』合同人事委員会」報告

会長 　菅根　信彦
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企画・計画をはじめ準備の進捗状況を伺い報

告を承認しました。

　会衆主義教会研究会が準備を進めてきた「同

信伝道会の HPの開設について」、また、「『天

上の友誌』〈第５巻〉の出版について」（監修：

上林順一郎牧師）は、議案立てされ、各案詳細

な説明がなされ、また、積極的な質疑と提案

があって、両案とも推進していくことが承認

されました。なお、九州地区からは、８月20

日（火）～21日（水）１泊２日の日程で九州キリ

スト教会館を会場に開催予定の「西日本同信

伝道会研修会」の案内が呼びかけられました。

　休憩を挟み、午後４時半より、地区「合同」

人事委員会が引き続き開催されました。各地

区の教会・教師の様子を聞きながら、教師を

求める教会の招聘条件、任地を求める教師の

要望を確認しつつ協議の時をもちました。翌

日25日（火）正午まで人事委員会は続けられ

ました。人事委員会は通常毎月１回開催され

ていますが、何よりも地区委員の方々の働き

に支えられています。コロナ禍によって、教

会の伝道・教育・奉仕に関しての宣教課題が

山積みとなっている中、各教会・伝道所の教

勢や財政には厳しいものがあります。今まで

以上に地区との連携を深め、課題を共有しつ

つ人事委員会の働きを推し進めていきたいと

思っています。

　各地区の同信伝道会の交わりを厚くし、地

域の宣教課題を共有しつつ、主に託されてい

る宣教活動に共に取り組んでいきたいと存じ

ます。会衆主義教会の「自由・自主・独立」の

精神を豊かに宿しながら、地域との連携を深

めて共々に新しい宣教の展開を果たしていき

たいと思います。主の導きをお祈りいたします。



財�務�委�員�会�報�告

委員長 　平山　正道

　いつも全国同信伝道会神学教育後援会のた

めに温かいお祈りとご支援をいただき、あり

がとうございます。

　財務委員会は皆様からお捧げいただいた献

金を原資に、従来は神学部の協力のもと「神

学生奨学金」と「外国人留学生奨学金」を募

集し支給してきました。また、牧会現場に赴

任する新卒者には「赴任時奨学金」を予餞会

時に進呈してきました。さらに昨年度からは、

既にお知らせしたとおり「派遣神学生教育支

援金」を新たに設け、受け入れ教会の宣教活

動を支えることも視野に入れながら派遣神学

生を支援しています。

　これらに加えて、昨年度中に、家庭の経済

状況が急変して勉学の継続が困難になった学

生を支援できないかどうか神学部から打診が

あり、委員会で検討した結果、緊急を要する

ことでもあったため、わたしたちに可能な限

りの支援をさせていただきました。詳細は別

途会計報告の通りです。

　また、今秋から「神学校日」によせて、信

徒の委員が関西地区の諸教会を訪問して、献

金のアピールをさせていただく活動も再開し

ようと計画しています。お世話になりますが、

受け入れをよろしくお願いします。

　難しい時代の中で、神学生として将来に備

えている皆さんを、どのようにお支えし、共

に歩んでいくのか暗中模索しています。どう

ぞ引き続き、全国同信伝道会神学教育後援会

の働きへのご理解とご支援を賜りますように、

心からお願いいたします。
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　いつも教職養成の働きのために祈りお支え

くださってありがとうございます。現在、当

委員会では「牧会10年経験者セミナー」の準

備をしています。開催日は８月12日～14日、

同志社びわこリトリートセンターを会場にし

て開催予定です。講師は森孝一先生です。参

加対象者は2010年着任の方から2012年着任の

方です。牧会経験10年の方々が対象ですので、

本来ならば2014年前後の方々が対象となるの

ですが、コロナ禍にあって前回のセミナーを

開催できずにおりました。そのような事情で

イレギュラーではありますが、今回は2011年

　去る３月８日京都ガーデンパレスにおいて

2023年度予餞会を開催いたしました。新型コ

ロナ禍で開催できていなかったので、５年ぶ

りの開催となりました。今回は２名が新たに

教師として任地に赴くこととなり、約50名の

教師と信徒が集い、それぞれのお働きが祝さ

れるよう祈りつつ送り出しました。

　付帯施設のある教会に赴任し、施設の責任

を担っている教師たちから、施設運営につい

ての課題等について相談したり、牧会と施設

運営という務めをより良く行うための経験談



ネットワーク委員会報告

委員長 　新井　純

等を分かち合って欲しいとのリクエストが寄

せられているため、そうした希望を持ってい

る教師や信徒が情報交換したり学び合える場

を作ることができるか、教職部門と協働で検

討していきます。

　今年度は神学協議会の非開催年であるため、

６月に埼玉県熊谷市で東日本同信会が開催さ

れ、また８月に福岡県福岡市で西日本同信会

が開催されます。ネットワーク部門では、

2025年の神学協議会開催に向け準備を始めま

す。



教職養成部門委員会報告

委員長 　栗原　宏介

前後に着任された方々が対象となります。

　牧会の現場に出て10年という時期は自分な

りの牧師職の形が見えてくる時期で、同時に、

召命観が揺らぐ時期でもあります。この時期

に、様々な課題をもって、同年代の方々が集

まり、学び合い、共に話し合う場が持てれば

と願いこのセミナーを企画・実施しています。

講師・委員を含めた参加者みんなでじっくり

と学び合い、自分を見つめ、新しい発見をし

て牧会の現場に戻っていけるようなプログラ

ムを考えています。

　皆さま、お祈りとお支えをお願いいたします。
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第６期会衆主義教会研究会報告

　会衆主義教会研究会は、今日における会衆

主義教会の存在意味を検討し、将来を展望す

るために設けられ、現在第６期目の活動を継

続しています。現代社会における会衆主義教

会の使命と役割が、大きな研究課題です。

　前期の研究成果として、『教師招聘ハンド

ブック』の増補改訂版を発行いたしました。

従来のハンドブックを大幅に改訂し、さらに

昨今、生じている「招聘制と任期の問題」「ハ

ラスメントへの対応」などのケースを踏まえ

た増補もなされています。招聘制度は会衆主

義教会にとっては、生命線ともなることです

ので、各教会で用いてください。また、さら

なる改訂に向けての検討を進めていきますの

で、ご意見やご要望などがございましたら、

当研究会までご連絡ください。

　特に、今期、わたしたちに託された課題は、

⑴ 同信伝道会 HPを開設と運営　 伝道献

身者奨励事業（神学部・教会・同信会の協力）

の検討　『天上の友』第５集を発刊するた

めの検討　「基督教世界」誌の再発行の可

能性　 同信伝道会メンバーシップについ

ての検討　など多岐に亘ります。

　とりわけ若い伝道献身者が少ないというの

は、同志社のみならず教団全体、ひいては日

本のキリスト教全体が直面している課題です。

この課題の解消に取組むためには、教会と神

学部が祈りと知恵をあわせながら、従来には



会衆主義教会研究会報告

座長 　後宮　敬爾

なかった新しい働きを創り出す必要がありま

す。研究会でも話し合いを重ねてまいります

が、皆さまの祈りとご協力をお願いいたしま

す。

　多くの方に「全国同信伝道会」を知ってい

ただくために、ホームページを開設いたしま

した。検索をしていただき、コンテンツをご

覧頂ければ幸いです。また、東日本ユースキャ

ンプや西日本献身キャンプに参加を検討して

いる高校生のご家庭などにご紹介いただける

と、安心していただけるのではないかと期待

しています。

　『天上の友』第四集が発刊されてから10年

を経ました。第五集の発刊に向けて作業を開

始します。原稿の執筆、資料の提供、そして

発行資金への協力など、皆さまにお願いしな

ければならないことが多々ございます。具体

的な作業が始まりましたら、ご案内とお願い

をいたしますので、ご助力下さい。

　「宗教消滅危機」といわれる時代ですが、

実は、この時こそ、宗教が必要とされている

のではないでしょうか。わたしたちの使命を

確認し、この社会に対してキリストの体とし

てどのような働きができるのか、会衆主義教

会だからできる奉仕と働きとは何なのかを研

究し、考察してまいります。

　この研究会の働きを覚えお支えいただきた

くお願いいたします。
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東京地区

原　牧人（豊沢教会）

　コロナ禍により中止してきた東日本（東北・

関東・東京地区）同信伝道会研修会を、５年

振りに６月17日～18日、１泊２日で開催しま

した。コロナ禍を過ごす中で、各教会は活動

が制限され、体力的にも低下し、元気をなく

してしまっている。もう一度元気を取り戻し

て、希望に満たされて歩んでいきたい。その

ためには……ということを共に語り合おうと、

「教会の危機と展望～教会にどんな将来があ

るのか～」を主題に掲げ、教職、信徒合わせ

50名近い参加者で、有意義な時間を過ごしま

した。

　講演を片柳弘史神父（イエズス会司祭、カ

トリック宇部教会主任司祭）と、菅根信彦牧

師（全国同信伝道会会長、同志社教会）にお

願いし、それぞれの教派の現状と課題を共有

しつつ、これからの教会が目指すべきことを

確認することができ、大いに元気付けられま

した。

　東京地区の主な活動としては、春の研修会

と総会、秋の研修会、礼拝交流（交換講壇）

があり、総会で選任された５名の委員を中心

に、人事の件なども含めて携わっています。

また昨年度もいくつかの教会、学校などで教

職者の異動がありましたが、それにつきまし

ては「教師異動報告」などでご確認ください。

 

中部・東海地区

吉澤　永（愛知教会）

　中部同信伝道会は今年改選期で、世話役の

選挙が行われました。選挙の結果、愛知教会 

吉澤さんが選出されました。名古屋学院大学

に床次隆志さん、南山教会に大塚勁さんが着

任されて、総会後に歓迎会を行いました。同

信会という組織において、最も小さな群れで

北海道地区

杉岡ひとみ（千歳栄光教会）

　2024年４月30日（火）、午後４時より北海

道同信伝道会が札幌北光教会を会場にして行

われました。和やかなムードの中、25名の出

席者がそれぞれの近況を語り合い、また新し

く北海教区に着任された教師を歓迎しました。

　また、代議員選出にあたり意見交換を行い

ました。代議員の役割、任期の確認、選出に

あたって選挙権の対象をどこまで広げるのか、

などについて活発な議論を交わしました。話

し合いを経て、代議員は Google フォームを

用いて選出すること、選挙権は同志社卒業生

のみならず、同信伝道会に連なる人も含むこ

となどを確認し、投票を行いました。その結

果、代議員は杉岡ひとみ教師が選出されまし

た。また地区委員は引き続き韓守賢教師が務

めることになりました。今後も話し合いの時

を大切にしながら、この同信伝道会のつなが

りを豊かなものにしていけたらと願っていま

す。

 

関東地区

藤　秀彦（四條町教会）

　６月17日、東日本同信伝道会研修会の開催

会場において、関東地区の総会を行いました。

前回の開催から、５年ぶりの集まりでした。

この５年の間に、牧師を招聘することが出来

なくなった教会が増えてきました。今後は関

東地区内の各教会や学校そして教師のつなが

りを深めるために、直接に顔を合わせる集ま

りを再開させたいと考えています。関東地区

の委員は長倉望（新潟教会）、川上盾（前橋

教会）、三浦啓（桐生東部教会）、橘秀紀（水

戸教会）、岩河敏宏（埼玉和光教会）、藤秀彦

（四條町教会）です。

 

��地�区�報�告��
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兵庫地区

新堀真之（甲東教会）

　５月13日（月）、岡本教会を会場に、定例

の兵庫同信会が開催されました。石田求教師

より、「カリフォルニアの日系教会―シカモ

ア教会の場合」と題したお話をうかがい、そ

の後は新年度に着任された教師の歓迎を行い

ました（参加者：20名）。

　ここ数年、兵庫内では教師の異動が続いて

います。コロナ以降（2020年度～）に限った

場合でも、代務者を含めて16の教会で教師の

交代があり、また２名の教務教師が着任され

ています。今年度も、５教会（明石、須磨、

洲本、摂津三田、東神戸）で就任式が執り行

われました。課題を継承していくと共に、新

たな流れを生み出すことができればと願って

います。

　尚、兵庫教区では、栗原宏介教師（岡本教

会・副議長）、桝田翔希教師（尼崎教会・書記）

が、引き続き教区三役の重責を担って下さっ

ています。

 

中国地区

中井大介（倉敷教会）

　中国同信伝道会は、中国地方５県（山口・

島根・広島・鳥取・岡山）における教職のつ

ながりの中で活動しています。2024年２月18

日（日）から19日（月）にかけて中国地区の

一部の方々だけでしたがコロナ禍後に研修と

リトリートを兼ねて吉備高原リゾートホテル

及び高梁教会を会場において相まみえるとき

が与えられました。それぞれの教会が高齢化

していくなかで無牧の教会を地域のつながり

で支えて行かなければならない課題が増えて

います。また、教職の心と体の健康を整えて

いくための配慮も必要となっています。だれ

も孤立しないような牧会的配慮を地域におい

て大切にしていくために、今年度は少しずつ

交流のときを増やしていきたいと願っていま

す。これからも中国同信伝道会のためにお祈

すが、自由と連帯を大切にして歩んでいきた

いと思います。覚えてお祈り下さい。

 

京都地区

柳井一朗（洛西教会）

　京都同信会送別会を３月25日を行いました。

出席25人。

　2023年度　送別者は越川弘英教師と安部勉

教師でした。

　2024年度　地区人事は、教会関係　森喜啓

一教師と尹相優（ユンサンウ）教師。

　学校関係　李元重（イウォンジュ）教師と

徳田恵美奈教師。

　本ニュースレター教師異動報告をご参照く

ださい。

　関西同信会（京都、大阪、兵庫３地区合同）

を４月22日、豊中教会で行いました。

　55人出席。越川弘英教師が「次の四半世紀

における教会と牧師の課題」と題して講演さ

れました。講演参考資料「礼拝と音楽」教団

出版局刊　2024年春号

 

大阪地区

尾島信之（南大阪教会）

　2023年12月15日（金）、大阪成全会の皆さ

んとの合同例会が島之内教会を会場に開催さ

れました。コロナ禍に入る前までは毎年12月

に持たれていましたが、実に４年ぶりの交流

の時となりました。参加した約30名が近況報

告やアピールを行ない、食事へと出掛けるこ

とが出来たことは、大変感慨深かったです。

なお、大阪同信伝道会独自の例会を、2024年

９月に予定しており、準備が進められていま

す。

　世話人は、戸根裕士さん（蒲生教会）、三

浦遙さん（鳳教会）、山下壮起さん（阿倍野

教会）、山﨑道子さん（豊中教会／人事委員）、

尾島信之（地区委員／人事委員）が引き続き

担っています。
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九州・沖縄地区

松崎　豊（福岡弥生教会）

　九州同信伝道会は、毎年５月の九州教区総

会に合わせて福岡警固教会で開催し、教師と

信徒が共に食事をしながら楽しい交わりの時

を持っていました。しかし、今年の九州教区

総会は、日程の短縮に伴う一日の議事終了時

間が変更となり、例年のような夕方からの九

州同信会開催が難しくなりました。それでも、

総会１日目終了後に、短い時間ではありまし

たが、同信会及び関係の方々が総会会場近く

の店に集まり親睦の時を持つことができたこ

とは幸いでした。久しぶりに顔を合わせ、互

いに支え合う友がいることを喜ぶ時となりま

した。

　福岡警固教会の西岡裕芳教師は３月末で辞

任されました。後任者は９月に赴任される予

定です。また、今回の九州教区総会では、西

岡裕芳教師辞任に伴う副議長選挙が行われ、

矢崎和彦教師（福岡城東橋）が選出されまし

た。お働きを覚えてお祈り下さい。

　2024年西日本同信伝道会は、九州地区が担

当し、８月20日（火）～21日（水）の日程で

九州キリスト教会館を会場に開催する予定で

す。皆様のご参加をお待ちしています。

りいただければ幸いです。

 

四国地区

木谷　誠（今治教会）

　2023年度は秋の研修会を11月10日（金）松

山学院高等学校礼拝堂にて行った。出席は、

30名（礼拝と講演、松山学院高等学校教職を

含む）、16名（懇親会）。テーマは「松山バン

ド・夜学校バンドとわたしたち―バンドとい

う精神―」。講師 上島一高氏（松山教会牧師）

であった。

　松山学院に学んだクリスチャンの実践、母

校愛と信仰に溢れた松山バンドの実践に多く

を学んだ。講演後の懇親会では松山学院高等

学校調理科生徒の手作りお弁当を頂いた。参

加者から一言ずつ挨拶を受け、良き交わりの

時をもった。諸事情から十分に教育を受けら

れない子どもたちに教育を与えるためとの建

学の精神を持つ松山学院との連携を今後とも

大切にしていきたい。また同じく松山教会か

ら始まった松山東雲学園との連携については、

十分にできなかった。今後の歩みを祈りつつ

注視していきたい。

　2024年度は秋に四国同信伝道会研修会を開

催する。会場予定の清和中高と日程調整し、

学びと四国同信伝道会との交流を深めていく。

閉校が決定した清和中高であるが、だからこ

そ生徒たちと礼拝を守り、残り少ない日々に

寄り添いたい祈りと支援を深めたいと願って

いる。
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　2024年７月、全国同信伝道会（同信会）のホームページが開設しました。ぜひ、皆さんのパソコ

ンやスマートフォンで「doshinkai.net」と検索してみてください。こんな爽やかなブルーのバナー

が出てくれば OKです。

　ホームページを開設した第一の目的は、「同信会を知らない人にとって必要な情報を提供する」

ことです。現在、同信会の情報発信としては、毎年２回発行される『全国同信会ニュースレター』

がありますが、これは同信会と関係のある教会や個人に送られるもので、一般の人が目にする機会

はほとんどありません。神学部の学生であっても、普段の学生生活で同信会と関わる機会はほとん

どないのが実情なので、過去には「奨学金を受けたら同信会に将来が拘束される」と誤解して奨学

金辞退を申し出られたケースがありました。きちんと説明して誤解はすぐに溶けたのですが、奨学

金に応募を考えている神学生や、東西の献身（ユース）キャンプに参加しようとする青年とご家族

など、同信会をまったく知らない人がインターネットで「全国同信伝道会」「同信会」と検索して

も公式な情報がどこにも出てこないのでは、参加を躊躇してしまうかもしれません。

　折しもカルト宗教への警戒が強まる現状の中、同信会がどういう組織でどのような理念を持つ団

体なのかをきちんと発信する必要があることが、昨年の会衆主義教会研究会で話題となり、この度

のホームページ開設へと至りました。これによって、同信会が「アヤシイ宗教団体」ではなく、会

衆派教会・旧組合教会の伝統を受け継ぎ、同志社大学神学部と共に日本のキリスト教界で長年活動

している「ちゃんとした
4 4 4 4 4 4

団体（!?）」であることが伝われば幸いです。

　内容は「同信会について」「神学教育後援会」「ニュースレター」「出版物」等となっています。

特に、同信会は緩やかなフェローシップによって成り立っている団体なので、その理念や組織につ

いてまとめた担当者は苦心しましたが、わたしたちのアイデンティティを確認する意味でも大切な

情報が簡潔に記載されていますので、ぜひご活用ください。これから少しずつ内容を充実させ、年

表なども追加掲載したいと考えています。

　このホームページは常任委員会の責任と予算の元で運用され、３名の担当者によって管理されま

す。最後に、担当者より大切なお願いをいたします。

①今後発行されるニュースレターは PDF 化してホームページに掲載されます。

記事の内容および画像がホームページ上に公開されることを前提として執筆してください。

②同信会関係教会としてリンク掲載可能な教会・伝道所はメールでお知らせください。

ホームページに対するご意見・ご要望なども下記のアドレスへお寄せください。

ホームページ専用メールアドレス　info＠doshinkai.net

 担当者：上島一高、髙田　太、山崎道子（連絡窓口担当）

全国同信伝道会ホームページ「doshinkai.net」が

開設しました！！
豊中教会、会衆主義教会研究会 　山崎　道子
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【北海道】

計� ７口 59,540円

旭 川 六 条 教 会 5,000

井 　 石 　 　 　 彰 5,000

石 　 垣 　 弘 　 毅 5,000

大 　 島 　 義 　 浩 ② 4,000

札 幌 北 光 教 会 30,000

柴 　 田 　 も ゆ る 5,000

月 寒 教 会 5,540

【奥羽・東北】

（青森・岩手・秋田・宮城・福島・

� 山形）

計� ４口 28,000円

仙 台 北 教 会 5,000

水 沢 教 会 3,000

山 　 下 　 勝 　 弘 10,000

山 　 下 　 　 　 光 10,000

【関　　　東】

（新潟・群馬・栃木・茨城・埼玉）

計� 23口 164,000円

朝 　 日 　 研 一 朗 ② 10,000

安 中 教 会 20,000

石 田 　 透 ・ 貴 代 5,000

岩 　 井 　 健 　 作 3,000

江 　 川 　 　 　 永 3,000

大 宮 教 会 5,000

鹿 島 教 会 10,000

川 　 上 　 純 　 平 10,000

川 　 上 　 　 　 盾 5,000

甘 楽 教 会 5,000

久 保 田 　 愛 　 策 10,000

坂 　 口 　 吉 　 弘 3,000

高 崎 教 会 5,000

高 　 橋 　 津 賀 子 3,000

十 日 町 教 会 5,000

原 　 　 　 　 　 誠 3,000

東 所 沢 教 会 10,000

福 本 光 夫・正 美 ② 20,000

古 　 澤 　 健 太 郎 3,000

緑 野 教 会 3,000

宮 　 内 　 常 　 喜 3,000

宗 　 像 　 亮 　 二 10,000

四 条 町 教 会 ② 10,000

【東京・神奈川・千葉】

計� 24口 792,797円

市 川 三 本 松 教 会 10,000

桜 美 林 教 会 5,000

北 　 村 　 裕 　 樹 5,000

倉 　 地 　 七 　 重 2,000

栗 　 原 　 昭 　 正 5,000

小 　 林 　 　 　 茂 5,000

新 生 教 会 10,000

髙 　 塚 　 陽 　 一 5,000

千 葉 教 会 20,000

東 京 府 中 教 会 3,000

東 京 山 手 教 会 20,000

徳 　 田 　 　 　 信 ② 8,000

土 　 橋 　 　 　 晃 5,000

豊 沢 教 会 10,000

難 　 波 　 信 　 義 10,000

西 　 岡 　 昌 一 郎 10,000

原 宿 教 会 300,000

藤 　 原 　 佐 和 子 5,000

翠 ヶ 丘 教 会 9,797

武 蔵 野 扶 桑 教 会 5,000

武 蔵 野 緑 教 会 10,000

紅 葉 坂 教 会 20,000

弓 町 本 郷 教 会 10,000

霊 南 坂 教 会 300,000

【東海・中部・北陸】

（長野・山梨・静岡・富山・石川・

� 福井・愛知・岐阜・三重）

計� 17口 183,000円

愛 知 教 会 ② 70,000

稲 　 垣 　 壬 　 午 10,000

岩 　 橋 　 常 　 久 5,000

各 務 原 教 会 ② 15,000

軽 井 沢 追 分 教 会 3,000

小 　 坂 　 直 　 樹 12,000

清 　 水 　 輝 　 雄 ② 6,000

田 瀬 教 会 3,000

敦 賀 教 会 5,000

天 白 教 会 7,000

名 古 屋 中 央 教 会 15,000

名 古 屋 東 教 会 3,000

平 　 野 　 直 　 子 5,000

三 重 地 区 婦 人 部 5,000

南 山 教 会 10,000

匿 名 希 望 5,000

匿 名 希 望 ② 4,000

【京都・滋賀】

計� 55口 555,000円

赤 　 松 　 信 　 哉 5,000

秋 　 田 　 ま ち 子 ② 6,000

石 　 若 　 義 　 雄 ② 8,000

井 　 上 　 勇 　 一 10,000

今 　 井 　 牧 　 夫 3,000

今 津 教 会 10,000

入　治彦・入　順子 10,000

宇 治 教 会 15,000

鴨 東 教 会 5,000

近 江 八 幡 教 会 20,000

大 　 下 　 真 　 弓 ② 6,000

大 津 教 会 ② 17,000

小 笠 原 　 　 　 純 ② 10,000

桂 教 会 10,000

賀 茂 教 会 5,000

岸 　 本 　 兵 　 一 2,000

木 村 良 巳 ・ 葉 子 10,000

京 都 教 会 50,000

京 都 葵 教 会 10,000

京 都 丸 太 町 教 会 10,000

2023年度 全国同信伝道会神学教育後援会寄付者芳名　（敬称略）

� （2023年４月１日～2024年３月31日）

 ※ ○内数字は寄付回数　お１人（団体）数回のご寄付も１口に

 ※ 地区の記載は寄付金振込み時の住所による
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甲 東 教 会 ② 55,000

甲 南 教 会 10,000

神 戸 教 会 ③ 80,000

洲 本 教 会 3,000

仁 川 教 会 10,000

西 宮 教 会 10,000

根 　 津 　 仁 　 詩 1,000

能 勢 口 教 会 10,000

播 磨 新 宮 教 会 2,000

東 神 戸 教 会 5,000

東 灘 教 会 4,000

ひまわりの里伝道所 10,000

古 　 河 　 靜 　 子 ② 5,000

右 　 田 　 昌 　 彦 3,000

宮 　 崎 　 達 　 雄 3,000

村 　 山 　 盛 　 嗣 3,000

村 　 山 　 盛 　 葦 10,000

望 　 月 　 修 　 治 10,000

匿 名 希 望 ② 6,000

【東・西中国】

（岡山・広島・鳥取・島根・山口）

計� 20口 121,000円

足 　 立 　 麻 　 子 10,000

宇 　 野 　 　 　 稔 ② 12,000

岡 山 教 会 10,000

旭 東 教 会 5,000

倉 敷 教 会 10,000

光 明 園 家 族 教 会 3,000

坂 　 本 　 邦 　 子 1,000

清 　 水 　 久 　 恵 1,000

周 陽 教 会 5,000

砂 　 川 　 晋 　 治 3,000

月 　 下 　 星 　 志 5,000

津 山 教 会 10,000

鳥 取 教 会 10,000

林 　 　 　 明 　 奎 10,000

広 島 東 部 教 会 5,000

福 山 天 使 教 会 5,000

三 　 浦 　 　 　 修 5,000

八 頭 教 会 5,000

横 　 山 　 順 　 一 5,000

匿 名 希 望 1,000

大 阪 淡 路 教 会 15,000

大 阪 大 道 教 会 10,000

交 野 教 会 5,000

河 内 天 美 教 会 5,000

河 内 松 原 教 会 5,000

希 望 ヶ 丘 教 会 10,000

香 里 ヶ 丘 教 会 10,000

小 　 西 　 　 　 望 10,000

鹿 　 野 　 幸 　 枝 3,000

菅 　 原 　 由 　 美 2,000

杉 　 本 　 龍 　 彦 10,000

泉北ニュータウン教会 10,000

高 石 教 会 10,000

高 槻 南 平 台 教 会 5,000

高 槻 日 吉 台 教 会 5,000

高 の 原 教 会 10,000

天 満 教 会 40,000

豊 中 教 会 31,000

中 島 正 勝 3,000

浪 花 教 会 ② 21,100

梅 花 教 会 5,000

日 　 野 　 多 栄 子 3,000

藤 　 井 　 和 　 子 5,000

南 大 阪 教 会 36,550

三 　 宅 　 威 　 仁 30,000

森 　 田 　 喜 　 基 5,000

八 尾 教 会 8,000

山口　恒・山口教子 10,000

山 﨑 塁 偉 ・ 道 子 10,000

渡 辺 圭 一 郎・尚 子 5,000

匿 名 希 望 30,000

【兵　　　庫】

計� 29口 333,000円

阿 南 惟 弘 5,000

尼 崎 教 会 3,000

伊 丹 教 会 30,000

大 　 澤 　 　 　 香 5,000

岡 本 教 会 5,000

奥 　 村 　 益 　 良 3,000

加 　 納 　 和 　 寛 30,000

上 　 内 　 鏡 　 子 ② 5,000

北 六 甲 教 会 2,000

木 　 村 　 知 　 樹 5,000

京 北 教 会 5,000

志 　 賀 　 　 　 勉 5,000

菅 　 　 　 恒 　 敏 5,000

菅 　 根 　 信 　 彦 10,000

世 光 教 会 10,000

膳 所 教 会 5,000

髙 　 田 　 　 　 緑 2,500

髙 　 田 　 　 　 太 5,000

田 　 中 　 英 　 夫 5,000

玉 　 置 　 千 恵 子 10,000

丹 波 新 生 教 会 3,000

張 　 　 　 悦 　 子 20,000

同 志 社 教 会 ② 82,900

長 岡 京 教 会 10,000

野 　 波 　 志 都 子 5,000

原 　 田 　 博 　 光 3,000

彦 根 教 会 5,000

平 　 山 　 正 　 道 10,000

深 見 祥 弘 ・ 宣 子 10,000

福 　 井 　 　 　 生 ② 10,000

福 知 山 教 会 ② 25,600

藤 　 本 　 　 　 君 3,000

平 安 教 会 ② 12,000

溝 　 尾 　 　 　 明 ② 10,000

宮 　 崎 　 道 　 也 8,000

三 　 好 　 照 　 孝 5,000

村 　 上 　 　 　 宏 5,000

室 町 教 会 3,000

森 　 岡 　 高 　 康 5,000

洛 陽 教 会 10,000

渡 辺 大 修 ・ 恵 子 5,000

匿 名 希 望 5,000

匿 名 希 望 5,000

匿 名 希 望 5,000

匿 名 希 望 5,000

【大阪・奈良・和歌山】

計� 37口 410,650円

池 田 五 月 山 教 会 10,000

石 橋 教 会 10,000

泉 大 津 教 会 5,000

い ず み シ オ ン 教 会 5,000

馬 見 労 祷 教 会 3,000

扇 町 教 会 10,000
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福 岡 警 固 教 会 10,000

弥 生 幼 稚 園 5,000

合計　235口 2,878,987円

地区は、ご送金くださいま

した振込用紙の住所に従っ

ています。

年度のご指定のないものは

ご送金日の年度に従って振

り分けています。

【九州・沖縄】

計� 11口 97,000円

浅 　 野 　 直 　 人 10,000

内 　 山 　 　 　 強 5,000

熊 本 草 葉 町 教 会 25,000

小 倉 日 明 教 会 2,000

髙 　 橋 　 哲 　 郎 ② 20,000

張 　 　 　 宇 　 成 5,000

長 崎 学 院 宗 教 部 5,000

西 　 岡 　 裕 　 芳 5,000

西 八 条 　 敬 　 洪 5,000

【四　　　国】

（愛媛・香川・徳島・高知）

計� ８口 135,000円

今 治 教 会 20,000

伊 予 小 松 教 会 5,000

上 　 島 　 一 　 高 10,000

小 　 糸 　 健 　 介 5,000

丹 原 教 会 5,000

土 佐 教 会 5,000

松 山 教 会 ④ 75,000

松 山 古 町 教 会 10,000

2023年度�全国同信伝道会神学教育後援会寄付金地区別表

 （2023年４月１日～2024年３月31日）

地　　　区 2022年度決算 2023年度予算 2023年度決算 2024年度予算

口数 金額（円） 金額（円） 口数 金額（円） 金額（円）

北 海 道 5 27,500 60,000 7 59,540 100,000

奥 羽 ・ 東 北 6 46,000 100,000 4 28,000 100,000

関 東 23 177,000 250,000 23 164,000 250,000

東京・神奈川・千葉 32 901,000 950,000 24 792,797 950,000

東海・中部・北陸 16 329,000 400,000 17 183,000 300,000

京 都 ・ 滋 賀 53 547,900 700,000 55 555,000 700,000

大阪・奈良・和歌山 38 394,250 550,000 37 410,650 550,000

兵 庫 30 352,000 500,000 29 333,000 500,000

東 ・ 西 中 国 22 110,000 200,000 20 121,000 200,000

四 国 9 105,000 140,000 8 135,000 200,000

九 州 ・ 沖 縄 13 112,000 150,000 11 97,000 150,000

そ の 他

合　　　計 247 3,101,650 4,000,000 235 2,878,987 4,000,000



《寄付金領収書について大切なお知らせ》
これまで、皆さまから振込みでささげられた献金には領収書を発行しておりましたが、手数料や郵便料金
の大幅な値上げに伴い、2024年度よりこれを原則廃止とさせていただきます。
郵便払込用紙をご利用になった際に残る「振込受領証」または口座からお振り込みの場合は通帳記帳をもっ
て領収の証しに代えさせていただきます。書留や現金の場合は、領収書が必要な方のみお送りします。
年２回発行されるニュースレターに毎回掲載される寄付金報告にて、ご確認をお願いいたします。

なお、領収書が必要な場合は、その旨をお知らせいただければ発行いたします。その際、通信欄にて
PDF 形式の領収書をメール送信（メールアドレスも付記願います）、もしくは領収ハガキ郵送のどちらを
ご希望かをお知らせください。

皆さまよりささげられた寄付金をより有効に用いさせていただくためにも、ご理解とご協力の程、よろし
くお願いいたします。
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2023年度�全国同信伝道会神学教育後援会�会計報告
（会計年度　自2023年４月１日～至2024年３月31日）

 2024年６月26日現在

収入の部 （単位：円）

2022年度決算 2023年度予算 2023年度累計 予算比 2024年度予算
前 年 度 繰 越 金 1,990,016 3,360,363 3,360,363 100％ 2,731,227
寄 付 金 3,101,650 4,000,000 2,878,987 72％ 4,000,000
特 別 献 金 50,000 50,000 50,000 100％ 50,000
同信会会計より繰入れ
雑 収 入 13 20 19 95％ 20

合　　　計 5,141,679 7,410,383 6,289,369 85％ 6,781,247

支出の部 （単位：円）

2022年度決算 2023年度予算 2023年度累計 予算比 2024年度予算
海 外 留 学 生 奨 学 金 480,000 360,000 360,000 100％ 360,000
神 学 生 奨 学 金 240,000 840,000 480,000 57％ 720,000
赴 任 時 奨 学 金 200,000 800,000 600,000 75％ 800,000
神 学 部 へ の 寄 付 55,000 50,000 50,000 100％ 30,000
神学研修講座補助金 100,000 100,000 100,000 100％ 100,000
神 学 協 議 会 補 助 金 0 400,000 400,000 100％ 0
献身キャンプ（東・西）補助金 410,000 400,000 400,000 100％ 400,000
予 餞 会 補 助 0 100,000 100,000 100％ 50,000
募 金 事 務 費 120,531 200,000 121,153 61％ 150,000
印 刷 費 10,385 30,000 0 0％ 10,000
郵 送 費 133,360 400,000 254502 64％ 350,000
雑費（委員会費含む） 32,040 50,000 52,487 105％ 60,000
予 備 費 0 2,720,383 0 0％ 2,731,247
神 学 生 緊 急 支 援 金 0 0 300,000 － 300,000
派 遣 神 学 生 支 援 金 960,000 340,000 35％ 720,000
次 年 度 繰 越 金 3,360,363 2,731,227

合　　　計 5,141,679 7,410,383 6,289,369 85％ 6,781,247

特 別 献 金 ： 同信会会計より献金
海外留学生奨学金 ： 奨学金（12万円×３名）　※募集は３名
神 学 生 奨 学 金 ： 奨学金（12万円×４名）　※募集は７名
赴 任 時 奨 学 金 ： 奨学金（20万円×３名）
献身キャンプ補助金 ： 西日本ユースキャンプ15万円、東日本献身キャンプ25万円
募 金 事 務 費 ： 振替料金、硬貨料金、事務局経費、会計事務謝礼
郵 送 費 ： ニュースレター№23・№24郵送費、宛名ラベル代、発送名簿更新費
雑 費 ： 委員会費、委員交通費、奨学金授与式昼食代、発送作業軽食代

【新設】派遣神学生教育支援金：支援金（１ヵ月１万円×12ヵ月）３名支出（内１名は10ヵ月）　※募集は８名
【新設】神学生緊急支援金：（10万円×３名）　※募集は３名

《収入》2023年度も寄付金にご協力いただき感謝いたします。ただ、寄付金総額は神学教育後援会が始まっ
て以来初めて300万円を下回り、支出が多かったことも重なって、単年度の収支差額としては赤字となり
ました。これにより次年度繰越金も300万円未満となり、かなり危機感を抱いています。将来の宣教を担
う次世代の育成のためにも、寄付金へのいっそうのご協力をお願いいたします。

《支出》2023年度は神学協議会や予餞会が行われ、支出が増加しました。また、新たに「派遣神学生教育
支援金」と「神学生緊急支援金」制度が新設されました。牧会志望者の減少により各種奨学金の支出が減
少しているのは寂しいことですが、神学生と教会を側面から支援する「派遣神学生教育支援金」が今後活
用されることを願います。「神学生緊急支援金」は、神学部との連携のもとで緊急経済支援を求める学生
向けに急遽創設された制度でしたが、年度内に必要な方々に支給することができました。ただ、もう少し
制度や対象について検討を加える必要があり、現在財務委員会で検討を進めています。
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全国同信伝道会会計2023年度決算及び2024年度予算
（自2023年４月１日～至2024年３月31日）

収入の部 単位：円

科　　　目 2023年度予算 2023年度決算 2024年度予算

前年度繰越金 2,858,898 2,858,898 3,122,235

分担金 850,000 904,051 900,000

会費 300,000 422,000 400,000

感謝献金 550,000 440,297 400,000

クリスマス献金 100,000 61,000 50,000

東京同信伝道会分担金 250,000 500,000 250,000

会衆主義パンフレット 5,000 8,560 5,000

招聘ハンドブック 150,000 16,500 15,000

受取利息 10 20 10

合　　　計 5,063,908 5,211,326 5,142,245

支出の部 単位：円

科　　　目 2023年度予算 2023年度決算 2024年度予算

人事委員会費 150,000 151,607 150,000

問安費 150,000 62,430 150,000

事務通信費 50,000 36,688 40,000

慶弔費 50,000 30,900 50,000

合同委員会（６月） 450,000 290,461 450,000

合同委員会（８月） 0 19,000 0

合同委員会（11月） 450,000 405,055 450,000

財務委員会費 50,000 50,000 50,000

教職養成部門委員会費 100,000 100,000 100,000

ネットワーク部門委員会費 50,000 50,000 50,000

ニュースレター印刷費 300,000 266,200 300,000

会衆主義教会研究会費 400,000 264,810 400,000

招聘ハンドブック 100,000 71,940 0

ホームページ 100,000 0 100,000

代議員会費 150,000 190,000 0

補助金 100,000 100,000 100,000

予備費 2,413,908 0 2,752,245

次年度繰越金 0 3,122,235 0

合　　　計 5,063,908 5,211,326 5,142,245
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◎大塚　忍教師　神戸教会主任担任教師から

敬和学園高等学校教務教師就任。

◎臂奈津恵教師　新島学園短期大学教務教師

就任。

◎三浦　啓教師　吾妻教会代務者就任。

◎法亢聖親教師　深谷教会主任担任教師辞任。

◎松井　初教師　佐野教会主任担任教師辞任。

　�東京地区��

◎西岡裕芳教師　福岡警固教会主任担任教師

から弓町本郷教会主任担任教師就任。

◎鬼形恵子教師　青山学院横浜英和中学高等

学校教務教師を定年退職、弓町本郷

教会担任教師就任。

◎岡崎菜佳子教師　浄風教会代務者就任。

◎藤崎義宣教師　蒲田教会代務者就任。

　�中部地区��

◎床次隆志教師　名古屋学院大学チャプレン

に就任。

◎大塚　勁教師　南山教会担任教師に新卒赴

任。

　�京都地区��

◎横田明典教師　安土教会代務者辞任。

◎森喜啓一教師　北六甲教会主任担任教師か

ら安土教会主任担任教師就任。

◎熊本絹江教師　宇治大久保伝道所主任担任

教師辞任。

◎前川　裕教師　宇治大久保伝道所代務者就

任。

◎尹
ゆん

　相
さん

優
う

教師　弓町本郷教会担任教師から

単立左京キリスト教会教師就任。

◎李
い

　元
うぉんじゅん

重教師　新島学園短期大学から同志

社大学キリスト教文化センター教員

に就任。

◎徳田恵美奈教師　茨城キリスト教学園教員

から近江兄弟社学園聖書科教員に就任。

◎越川弘英教師　同志社大学キリスト教文化

センター教員定年退職。

　�北海道地区��

◎山本光一教師　京葉中部教会主任担任教師

から浦河教会代務者就任。

◎大槻茂勝教師　浦河教会・元浦河教会信徒

伝道者新卒赴任。

◎韓
はん

　守
す

賢
ひょん

教師　北見望ヶ丘教会代務者辞任。

◎
ちょん

　富
ぶ

京
ぎょん

教師　神奈川教区巡回教師から北

見望ヶ丘教会主任担任教師就任。

◎李
い

　相
さんきょん

勁教師　在日大韓基督教会川崎教会

主任担任教師から北見望ヶ丘教会担

任教師就任。

◎大川　清教師　常磐教会主任担任教師から

岩見沢教会主任担任教師就任。

◎小西陽祐教師　北星学園中学高等学校教務

教師に就任。

　�東北地区��

◎山田有信教師　淡路教会主任担任教師から

常磐教会主任担任教師就任。

◎伊藤義経教師　蒲田教会主任担任教師から

水沢教会主任担任教師就任。

◎近藤　誠教師　仙台東教会代務者就任。

◎山下　光教師　水沢教会主任担任教師辞任。

◎片岡謁也教師　会津若松教会代務者就任。

◎明石義信教師　三春教会代務者辞任。

　�関東地区��

◎寒河江健教師　四街道教会主任担任教師か

ら十日町教会主任担任教師就任。

◎安部　勉教師　京都教会担任教師・淀川キ

リスト教病院牧師から高崎教会主任

担任教師就任。

◎筒井昌司教師　明石教会主任担任教師から

下館教会主任担任教師就任。

◎伊丹美貴教師　明石教会担任教師から下館

教会担任教師就任。

◎佐藤嘉哉教師　曽根教会担任教師から深谷

教会主任担任教師就任。

◎滝口　宣教師　浄風教会主任担任教師から

単立所沢教会教師就任。

��教�師�異�動�報�告��
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平松　潔教師　2024年４月21日　84歳

1964年　同志社大学院修了

原市新生教会、新横浜伝道所、五泉教会、

シロアム教会、大森めぐみ教会で伝道牧会

されました。

社会福祉法人　牧人会　寒河江共労育成園

で園長を務められました。

宮内教司教師　2024年５月２日　90歳

1961年同志社大学院修了

東京山手教会、福島伊達教会で伝道牧会さ

れ、聖光学院高等学校、敬和学園高等学校、

共愛学園中学高等学校で、聖書科教務教師

を務められました。

　�大阪地区��

◎水谷　憲教師　大阪淡路教会代務者就任。

◎井口智子教師　出来島伝道所主任担任教師

就任。

◎吉村厚信教師　大阪生野教会担任教師辞任。

◎関谷共美教師　南大阪教会担任教師辞任。

　�兵庫地区��

◎大澤　宣教師　弓町本郷教会主任担任教師

から東神戸教会主任担任教師就任。

◎久保田愛策教師　十日町教会主任担任教師

から摂津三田教会主任担任教師就任。

◎石田　求教師　北米加州シカモア組合教会

教師から明石教会主任担任教師就任。

◎西澤　献教師　仙台東教会主任担任教師か

ら須磨教会担任教師に就任。

◎生地善人教師　高崎教会主任担任教師から

洲本教会主任担任教師就任。

◎山本　一教師　神戸教会代務者就任。

◎中塚詠子教師　頌栄保育学院嘱託職員就任。

　�中国地区��

◎月下星志教師　廿日市教会代務者辞任。

◎福山裕紀子教師　会津若松教会主任担任教

師から廿日市教会主任担任教師就任。

◎横山順一教師　鳥取教会主任担任教師辞任。

◎葛井義顕教師　鳥取教会代務者就任。

◎塩見和樹教師　甲山教会代務者辞任。

◎加藤俊英教師　小月教会代務者辞任。

　�四国地区��

◎上島一高教師　松山東雲女子大学・松山東

雲短期大学宗教主事に就任。

　�九州地区��

◎西八條敬洪教師　福岡警固教会代務者就任。

◎北村智史教師　東京府中教会主任担任教師

から福岡警固教会主任担任教師2024

年９月就任予定。

隠退教師

◎奥村益良教師、宮崎達雄教師、

法亢聖親教師、春名康範教師、

坂本雅紀教師、熊本絹江教師

　永年のお働きを主が労われますようお祈り

いたします。

��召�天�者�報�告��

青木敬和教師　2024年７月１日　93歳

1955年同志社大学院修了

新卒赴任以来、鹿島教会で伝道牧会されま

した。

中島　淳さん　2024年７月15日　73歳

1975年同志社大学神学部卒業

近江兄弟社高等学校聖書科教員を務められ

ました。

 

　ご遺族ご関係者の上に、主のお慰めをお祈

りいたします。

 （担当　柳井一朗）



■発行責任者　菅根信彦　　　　■編集責任者　新井　純（ネットワーク委員会）

■財務責任者　平山正道

■全国同信伝道会神学教育後援会募金担当　山﨑道子

■全国同信伝道会分担金担当　尾島信之
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編　集　後　記

　梅雨が明けて今年も暑い夏がやってきた。筆者の教会では５年ぶりとなる宿泊を伴う夏季キャ

ンプを行うことになり、子どもたちが充実した時間を過ごせるように準備を進めている。

　小さい頃に自身が教会学校のキャンプに参加したときのことは今も記憶に残っている。友達

と寝食を共にしながら、自然遊びやスタンツを楽しんだことは特別な時間であった。

　しかし、子どもたちが少なくなっている昨今の時代にあって、１教会だけでキャンプを行う

ことも難しくなっている現状がある。その中で、この活動を行えることに感謝しつつ、子ども

たちに何を伝えていくことができるのかを問われるような想いを抱く。

　これからの時代を担っていく子どもたちのために教会として今何ができるのか。同信会のネッ

トワーク全体で考えていくことも必要なのではないか。そのようなことを考えながらこれから

買い出しに出かけたいと思う。 （U.T）



��行�事�予�定��

東日本ユースキャンプ

主題：「それが道になる」

チャプレン：望月麻生

講師：村上みか

日程：８月６日（火）～９日（金）

場所：菱風荘（新潟）

第76回西日本献身キャンプ

主題：「とびまわれ このMY HEART」

講師：村山盛葦

日程：７月31日（水）～８月２日（金）

場所：同志社びわこリトリートセンター

西日本同信会

日程：８月20日（火）～21日（水）

場所：九州キリスト教会館４階ホール

拡大常任委員会

日程：11月25日（月）～26日（火）

場所：天満教会（予定）




